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CRT 栃木放送『開倫塾の時間』 2020 年 2 月 29 日(土)放送内容速記録

図書館の種類と新設図書館への提言

開倫塾

塾長 林 明夫

１．おはようございます。開倫塾塾長の林明夫です。今朝も「開倫塾の時間」をお聴きいただき、

ありがとうございます。

先週は、古典の読み方についてお話しました。その最後に、古典は声を出して読もうという提

案をさせていただきました。ぜひ気に入った古典を見つけ、たとえ５分でも10分でもよいので１

日１回は声に出して読んでいただければと思います。

２．では、古典はどこで手に入れたらよいのでしょうか。一番よいのは、本屋さんに行って自分で

選んで買うことです。そこで手に入らないときは、古本屋さんで買うとよいでしょう。冊数がけ

っこう揃っているので、私は古本屋さんが好きです。古本屋さんにもないときは、アマゾンなど

の通信販売を利用しましょう。

これが、本を手に入れる一般的な手段の１つです。つまり、まずは近くの本屋さんに行き、そ

こで買えなければ古本屋さんに行き、それでも手に入らないときは通信販売を利用します。

３．もう１つは、図書館に行って古典を読むことです。図書館には、学校図書館・公立図書館・私

立図書館の３種類があります。

４．学校図書館は、基本的には小学生は小学校の図書館、中学生は中学校の図書館、高校生は高校

の図書館しか使うことができません。

しかし、栃木県民の皆様は非常に幸せなことに、宇都宮大学や足利大学をはじめ県内の多くの

大学の図書館は、一般市民が入館してもＯＫになっています。これは、放送をお聴きの皆様にも

あまり知られていないと思います。この放送をきっかけにして近くにある大学や短期大学の図書

館に出掛け、「利用できるかどうか」をお尋ねになった上で利用なさるとよいでしょう。

繰り返しになりますが、栃木県内の大学や短期大学の図書館の多くは誰でも利用できます。東

京都などにある大学や短期大学の図書館は利用可能なところが少ないですから、栃木県の皆様は

本当に幸せです。ただ、私は自治医科大学と獨協大学医学部の図書館には行ったことがありませ

んので、この２大学に関しては確かなことはいえません。

５．わたくしりつの図書館、つまり私立図書館は、日本にはあまりありませんが、外国ではよく見

られます。例えば、フィンランドなどには本を1000冊も2000冊も所蔵している蔵書家が多くいら

っしゃって、自分が読み終えたなと思う本を近隣の方々に開放しています。これは街角図書館と

呼ばれ、たくさんたくさんあります。この図書館は毎日ではなく週に１～２回開放され、そこで
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地域の方々に本を読んでもらったり貸し出したりしています。

私は、これからは日本でも私立図書館をみんなで作っていったらよいと思います。私の家にも

本がたくさんありますので、何年か後には皆様に読んでいただこうかなと思っています。今は、

どのようにするかを検討中です。

６．公立図書館は、栃木県でもこれから新しいものがつくられていくようです。その１つが、黒磯

駅前に建設中の黒磯図書館です。黒磯には開倫塾の校舎があり、近くにはよく訪れるショウゾウ

カフェもありますので、どんな図書館になるのか非常に楽しみにしています。また、足利市では、

足利女子高校や足利市民会館の周辺が再開発され、市立図書館を含めて新しくなる予定です。

７．私は、図書館新設にあたって提案したいことがあります。１つは、利用者は幼児から大人まで

ととらえ、各年代に合った利用の仕方を考えていただきたいということです。

例えば、高齢者の方は早起きですので、それに合わせて午前７時頃から開けていただければと

思います。また、働いている方・これから仕事に就こうとしている方・起業しようという方の中

には夜の10時、11時頃まで勉強している方もいらっしゃいますので、午後11時まで開けていただ

ければと思います。コンビニではありませんが、７(セブン)～11(イレブン)の開館をお願いでき

たらと思います。

８．２つ目は、年中無休、つまり365日稼働を原則としていただきたいということです。日本の公

立図書館は休みの日が多く、１年365日のうち何十日も閉館しています。正月休みなどに利用し

たいという方もいらっしゃいますので、毎日開館していただきたいと思います。外国には365日

稼働は当たり前で、夜中も開いている公立図書館が山ほどあります。ボランティアの方々に協力

していただくようにすると可能ですので、ぜひ実現していただければと思います。

９．加えて、図書館ツアーを組み、利用の仕方を教えていただくのもよいと思います。また、空い

ているところに机を入れて学習スペースをつくり、自由に勉強できるようにしていただくのもよ

いでしょう。自分の本を持ち込んで読んでもかまわない・仕事をしてもかまわない・パソコンを

使ってもかまわない・話や電話をしてもかまわないという自由に活動できるスペースにし、そこ

にコンビニなども入れていただくとよいと思います。

話は少しそれますが、公民館にも図書館と同じような機能をもたせ、気楽に行けるようにして

いただければと思います。


